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研究成果の概要（和文）：本研究は地域での継続的な介護の実現のため、要介護者を家族と地域、介護保険サービスで
支える仕組みを検討するための基礎資料の提供を目的とした。国民生活基礎調査の解析から日本の家族介護の変遷が明
らかとなり、従来の三世代世帯における介護が減少し、未婚の子どもや独居・高齢者夫婦世帯の増加、要介護者を支え
る家族の多様化の現状を整理した。米国のNational Health and Aging Trends Study の解析からは、介護の分担にお
ける日米の介護形態の違いを検討した。本研究は、多様化する介護が要介護者や介護者の精神的健康に与える影響を検
討するための重要な基礎的知見となることが期待される。

研究成果の概要（英文）：The current project examined social trends in caregiving in Japan by using 
national data of Comprehensive Survey of Living Conditions over the past 20 years, including changes 
since the implementation of the LTCI program. I used macro and micro level analysis from this dataset to 
predict future possible family caregiving profiles, which told whom and what types of caregiving should 
be given priority in establishing future policy at the societal level. The other project was a 
collaborative research at Johns Hopkins University to compare caregiving situations in Japan and the US. 
It aimed to clarify how care tasks were shared in both countries, and the impact these tasks had on 
family relationships and the psychological burdens. This comparison study had helped to reconsider the 
balance between formal and informal care.

研究分野：老年社会、公衆衛生、健康科学
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１． 研究開始当初の背景 
これまでの日本の介護は、在宅で、妻や嫁
等の女性家族が全責任を担う（主介護者のみ
による介護）という特徴であった。しかし、
女性の就業率は年々増加し、今や介護の担い
手として最も多い 50 歳代でも 7 割近くが就
業している。従来のように誰かが専属で介護
を担うといった介護者・要介護者の関係を見
直し、日本の介護の将来を見据えた様々なタ
イプの介護のあり方、支援を考えていく必要
がある。 
介護者研究は 1980 年頃から始まり、研究
知見の蓄積が進んでいるが、我が国において
全国的に代表性のある介護者データの分析
を行っている研究は少ない。一方米国では、
高齢者と家族を対象にした全国調査が比較
的行われており、近年では The National 
Health and Aging Trends Study(NHATS)や
The National Study of Caregiving(NSOC)
などが挙げられる。この調査は、要介護者一
人に対して、主介護者一人を特定せずに、介
護を担うすべての家族の状況を把握するこ
とを目的としており、家族構成が複雑化する
現代の介護状況を反映した知見をもたらす
ことが期待される。米国でも家族による介護
が行われているが、その特徴は、早い時期か
らの女性の社会進出といった背景から、家族
員で介護タスクを分担する傾向にある。また、
従来の婚姻形態や家族構成にとらわれない、
晩婚化や離婚によるさまざまなタイプの家
族員が存在し、これらが高齢者介護にどのよ
うな影響を与えるかについては、研究が始ま
ったばかりである。これらの研究は、米国だ
けでなく、女性の社会進出、晩婚化、未婚率・
離婚率の上昇といった同様の社会的特徴が
見られだした日本の将来に、有用な知見をも
たらすと考えられる。 
さらに、介護継続に重要な役割を担う家族
の負担が大きいことは既知の事実であり、最
近では介護者の 3人に 1人が抑うつ傾向にあ
ると報告されるなど、家族の負担軽減となる
支援・施策は急務の課題である。しかし、負
担感の関連要因として報告されている要介
護者の身体的・認知的状況、および介護者自
身の年齢や経済状況は介入することが難し
い。他の家族からのサポートも、負担軽減に
つながる重要な要因であるが、夫婦世帯によ
る老老介護の増加や、少子化による家族員が
減少している現状を考えると、家族からのサ
ポートばかりに頼ることは難しい。介護保険
制度の導入が負担を軽減したとされるが、公
的制度の継続性を考えれば、保険制度ばかり
に頼った支援は建設的ではなく、在宅介護へ
の資源として注目される介護における地域
の役割について検討を進める必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域における継続的な介
護の実現のために、介護保険制度のみならず、
家族、地域がどのように関わり支え合ってい

くかについて、将来を見据えた具体的な福祉
施策を提言することである。そのために、①
従来の介護者・要介護者関係と介護状況を整
理し、今後の家族介護が誰にどのように担わ
れるかについて将来予測を立てる②晩婚や
離婚といった新しい社会的トレンドが家族
介護へ与える影響、家族における介護タスク
分担の可能性について知見を得る③今後の
家族介護を支える地域の役割を明らかにす
る、という 3点について研究を行った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、国民生活基礎調査を用いて、
従来の介護者-要介護者関係と介護状況を整
理し、これらの関連要因を分析することで、
今後の家族介護が誰にどのように担われる
かについて将来予測を立て、米国の全国調査
データを用いて、晩婚や離婚といった新しい
トレンドの家族介護への影響、家族における
介護タスク分担の可能性について知見を得
た。また、介護者の縦断調査データの解析を
通して、今後の家族介護を支える地域の役割
を明らかにした。 
これにより、日本の家族介護の将来を見据え
た具体的な支援の提言を行うこと、世界で注
目されるこれらの研究知見について、国内だ
けでなく、国外への積極的な情報発信に努め
た。 
 
４．研究成果 
国民生活基礎調査を用いた解析からは、日本
の家族介護の変遷を整理し、従来の三世代世
帯における家族介護が減少し、未婚の子ども
や独居・高齢者夫婦世帯が増加するとともに、
要介護高齢者を支える世帯が多様化してい
る現状を整理した。さらに、米国のナショナ
ルデータ National Health and Aging Trends 
Study および National Study of Caregiving
のデータを解析し、介護タスクの分担のあり
方と日米の介護形態の違いを検討した。さら
に、家族介護者および要介護高齢者への質問
紙及びインタビュー調査の解析から、地域の
環境が認知症高齢者の介護にとって重要で
あること、さらに地域住民とのネットワーク
が要介護高齢者の災害準備にも有用である
ことを報告した。今後は、本研究知見を発展
させ、日米の介護形態の違いが要介護高齢者
や介護者の精神的健康に与える影響を検討
することで、新たな介護者像の介護の状況と
介護者の負担感や身体・精神健康への関連の
検討が進むことが期待される。 
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